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辺り一面の桜に包まれ
地域のみなさんがお花見会

　４月４日、宮後地内で「宮桜の森
お花見会」が開催されました。
　宮桜の森には約 30 種類・500 本
もの桜が植えられていて、たくさんの
人が桜観賞とジャズバンド、女方玉三
郎ショー、歌謡ショー、カラオケ大会
などの催し物を楽しみました。また、
夜には夜桜と皆既月食の天体ショーが
見られ、楽しい１日を過ごしました。

果物のような甘さ！
スーパーフルーツトマト

　協和園芸開発（株）が、５年の歳月
をかけて独自の栽培法で開発した
「スーパーフルーツトマト」のＰＲの
ために須藤市長を訪問しました。
　このトマトは大玉で糖度が高いの
が特徴で、普通のトマトに比べ甘み
と酸味が濃厚で香りが強く、果肉も
しっかりしていて果物のような味わ
いです。

咲き誇る梅の花を観賞
  〜ヒロサワ梅まつり

　ザ・ヒロサワ・シティ（茂田）内の約
500本の梅が見頃を迎えた３月15日
と22日、梅まつりが開催されました。
　この日は咲き誇る紅梅・白梅を
見ようと市内外からたくさんの家族
連れが来場。無料で振る舞われた焼
きそばやバーベキューなどを味わい
ながら観梅し、楽しいひとときを
過ごしました。

村上太胤師をお招きして
　　　  　〜文化講演会

　市文化協議会下館支部（神
かみやま
山和

まさこ
子

支部長）主催の文化講演会「歴史に
学ぶ日本人のこころ」が、３月14日、
しもだて地域交流センター（アルテ
リオ）で開催されました。薬師寺副
住職・村

むらかみ
上太

たいいん
胤師のユーモアたっぷ

りのお話に、満員の会場は笑いに包
まれ、現代人が見失いがちな「こころ」
について見直す機会となりました。

全国のクラフト（工芸）
作品が筑西市に勢揃い

　３月28日・29日、下館運動公園
内の芝生広場で茨城クラフトフェア
実行委員会（諏

す わ
訪光

こういち
一代表）主催の

「第１回茨城クラフトフェア〜さく
らの木の下で〜」が開催されました。
　23 都府県から 105 組の人気ク
ラフト作家が作品を持ち寄り、来場
者は展示・販売や、ワークショップ
での作品作りなどを楽しみました。

桜満開・春らんまん
〜明野商工祭桜まつり

　４月５日、明野公民館中央広場で
筑西市商工会（大

おおはた
畑良

よし お
雄会長）主催

の「明野商工祭桜まつり」が、満開
の桜の下、開催されました。
　雨模様にもかかわらず、ふれあい
動物園や模擬店の出店、ステージで
はキッズダンス、歌謡ショー、和太
鼓演奏などが行われ、会場は訪れた
人たちの笑顔であふれていました。

まちのわだいまちのわだい

広　告
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「絆」大切に全員野球で
見事Ｖ　  茨城ガールズ

　２・３月に埼玉県で行われた「尚
美学園杯女子野球大会」で、関東近
郊参加８チームの中、見事優勝を果
たした女子学童野球選抜チーム「茨
城ガールズ」が、橋本県知事に結果
報告をするため県庁を訪れました。
　当市からは、小

おじま
島紫

しおん
恩さん（主将・

河間小）、赤
あか ぎ
城里

り な
奈さん（上野小）、

友
とも べ
部愛

あ い ら
羅さん（伊讃小）、田

たさ き
﨑彩

あ や の
乃

さん、（小栗小）中
なかむら
村姫

ひ な
奈さん（鳥

羽小）が出場。全員野球で戦い決勝
戦ではサヨナラホームランという
劇的な幕切れで優勝を飾りました。

関城中学校３年の櫻井涼さん、渡邉音亜さんが
リトルシニア全国選抜野球大会で活躍しました！

　関城中学校３年の櫻
さくらい
井涼

りょう
さんと渡

わたなべ
邉音

と あ
亜さんが所属

する「常総リトルシニア」が、３月 25 日〜 31 日に
京セラドーム大阪で行われた日本リ
トルシニア中学硬式野球協会主催の
「第21回日本リトルシニア全国選抜
野球大会」に出場しました。協会登
録チームは全国で約 560 チームほ
どあり、今大会には選抜された 48
チームが参加しました。

　２回戦で敗れはしましたが、２人とも全国大会での
大きな１勝に貢献しました。

渡邉音亜さん

櫻井涼さん

満開の桜の下、燃え上
がる炎に拍手喝采

　下館さくら祭り実行委員会（須
すとう
藤

仁
まさひろ
廣委員長）主催により、４月５日、

「第 27 回下館さくらまつり」が開
催されました。
　あいにくの空模様でしたが、会場の
下館駅南口のさくら商店街では大道
芸人の炎を使ったパフォーマンスな
どが行われ、来場者は満開の桜ととも
に楽しいひとときを過ごしました。

幽玄への誘
いざな

い
　〜第 22 回明野薪能

　4月4日、明野公民館大ホールで、
明野薪能実行委員会（古

こ た べ
田部光

みつのり
文

委員長）主催による「第 22回明野
薪能」が開催されました。
　今回は、ワークショップ型とし、
囃
はやし
子に使う楽器の紹介や衣装の着付
け方などが披露されました。
　また、地元の人たちによる大小鼓
連調「高砂」や狂言小舞「花の袖」、
人間国宝の大

おおくら
倉正

しょうのすけ
之助さんをはじめ

一流の能楽師による舞囃子「屋島」
「羽衣」などを披露。観客は幽玄の
美に引き込まれました。　

今年の吉凶を占う
　　　 〜雷神社湯立祭

　４月５日、樋口の雷
らい
神社で今年の

吉凶を占う「湯立祭」が行われました。
　湯立祭は、300 年以上続く神事
で、白装束の行者が、大釜で炊いた
湯に浸した笹の葉の束を頭上で振り
かざし、雷神のお告げを氏子に伝え
るものです。
　「７月19日、25日は大雷になる」
などと告げられました。

広　告
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�
第
15
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り

　

教
育
フ
ェ
ア
「
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン

　

テ
ス
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
」　

日
本
産
業

　

技
術
教
育
学
会
長
賞

　

木
村　

龍
汰
朗
（
下
館
北
中
２
年
）

�
関
東
甲
信
越
地
区
技
術･

家
庭
科
生
徒

　

作
品
展　

県
教
育
長
賞　

関
東
優
秀
賞

　

飯
島　

裕
樹
（
下
館
北
中
３
年
）

�
県
新
人
体
育
大
会
柔
道
団
体
の
部

　

優
勝

　

明
野
中
男
子
柔
道
部

　

尾
見
謙
介
（
２
年
）　

塚
田
大
稀
（
１
年
）

　

関
口
陽
介
（
２
年
）　

鈴
木
大
雅
（
２
年
）

　

大
吉　

慧
（
２
年
）　

小
菅
洋
紀
（
２
年
）

　

斉
藤
大
夢
（
２
年
）

�
県
新
人
体
育
大
会
柔
道
個
人
の
部

　
（
60
㎏
級
）
優
勝

　
小
菅　

洋
紀
（
明
野
中
２
年
）

�
第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

　

ス
ト
茨
城
県
大
会　

最
優
秀
賞

　

髙
濱　

礼
香
（
協
和
中
３
年
）

�
ゴ
ミ
散
乱
防
止
と
３
Ｒ
を
す
す
め
る
た

　

め
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
賞

　

増
田　

結
羽
（
協
和
中
３
年
）

�
第
16
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
発
明
展　
　

　

佳
作

　

齋
藤　

龍
揮
（
養
蚕
小
５
年
）

�
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
」
～
家
庭
で
話
そ
う
！
我
が
家
の

　

ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大

　

切
さ
～
三
行
詩　

佳
作
入
選

　

小
波　

映
太
（
関
城
西
小
１
年
）

�
第
58
回
茨
城
県
児
童
生
徒
科
学
研
究

　

作
品
展　

知
事
賞

�
第
51
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ

　

ス
ト
科
学
部
門　

財
団
科
学
賞　

　

岡
野　

栞
奈
（
大
村
小
６
年
）

　

谷
口　

比
奈
乃
（
大
村
小
６
年
）

　

荒
井　

海
翔
（
大
村
小
５
年
）

　

飯
島　

栄
祐
（
大
村
小
５
年
）　

　

中
山　

翔
睦
（
大
村
小
５
年
）

�
茨
城
県
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

　

会
主
催
「
い
じ
め
防
止
の
標
語
」

　

最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

　

石
嶋　

凜
（
上
野
小
５
年
）

�
茨
城
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
議
会
議
長
賞

�
第
62
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　

特
選

　

皆
川　

陽
奈
子
（
古
里
小
４
年
）

�
第
11
回
手
づ
く
り
絵
は
が
き
コ
ン　

　

ク
ー
ル　

特
別
賞

　

久
野　

さ
や
華
（
新
治
小
６
年
）

�
第
50
回
Ｊ
Ａ
共
済
茨
城
県
小
・
中
学　

　

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル　

金
賞

　
Ｊ
Ａ
茨
城
県
中
央
会
会
長
賞　

　

海
老
澤　

花
朋
（
新
治
小
１
年
）

�
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会

　

知
事
賞
（
第
１
位
）

�
第
36
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会

　

努
力
賞

　

上
野　

翔
太
郎
（
下
館
中
３
年
）

�
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン
ク
ー
ル

　

関
東
会
長
賞

�
第
74
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

　

安
達　

美
音
（
下
館
西
中
１
年
）

�
第
74
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

　

五
島　

日
香
理
（
下
館
西
中
３
年
）

�
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア　

　

統
一
テ
ー
マ
の
部　

義
務
教
育
部
会　

　

優
秀
賞

　

青
木　

萌
（
下
館
南
中
１
年
）

�
第
15
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り

　

教
育
フ
ェ
ア
「
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

技
術
分
野　

公
益
財
団
法
人
つ
く
ば
科

　

学
万
博
記
念
財
団
理
事
長
賞

�
「
読
ん
で
感
じ
た
考
え
た
！
」
新
聞

　

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

知
事
賞

　

粟
野　

遥
貴
（
下
館
小
６
年
）

�
「
読
ん
で
感
じ
た
考
え
た
！
」
新
聞

　

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

知
事
賞

　

谷
中　

咲
月
（
川
島
小
１
年
）

�
第
64
回
全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン　

　

ク
ー
ル
茨
城
審
査　

最
優
秀
賞

　

稲
川　

聖
英
（
養
蚕
小
３
年
）

�
茨
城
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文　

　

小
学
生
部
門
最
優
秀
賞

�
正
倉
院
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
私
た
ち

　

の
正
倉
院
」　

小
学
生
の
部
優
秀
賞

�
宇
宙
の
日
記
念
行
事
全
国
小
中
学
校

　

作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト　

作
文
の
部

　

優
秀
賞

�
小
学
生
「
夢
を
か
な
え
る
」
作
文
全

　

国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

�
第
17
回
「
木
の
家
・
こ
ん
な
家
に
住

　

み
た
い
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

農
林

　

水
産
大
臣
賞

　

髙
﨑　

利
基
（
養
蚕
小
６
年
）

�
小
学
生
「
夢
を
か
な
え
る
」
作
文
全

　

国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

�
第
16
回
地
球
・
夢
・
未
来
石
油
作
文

　

コ
ン
ク
ー
ル　

石
油
連
盟
広
報
委
員

　

長
賞

　

髙
﨑　

友
萌
（
養
蚕
小
６
年
）

◉
学
年
は
３
月
25
日
開
催
の
報
告
会
時
に
よ
る

◉
氏
名
は
敬
称
略

　
　
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、

　
　
県
や
全
国
で
入
賞
し
た
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
き
み
た
ち
へ

12



上う

え

の野
　
純じ

ゅ
ん

さ
ん

　
「
結
成
し
た
当
初
か
ら
、
地
元
で

や
っ
て
い
こ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
が
筑
西
市
・
結
城
市

出
身
と
地
元
が
近
く
、
既
に
３
人
、

就
職
し
て
い
た
の
で
」と
話
す
の
は
、

２
０
０
１
年
か
ら
活
動
す
る
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
「
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
」
の
作
曲
・
ギ
タ
ー

担
当
上
野
純
さ
ん
。

　

２
０
０
５
年
11
月
に
発
売
し
た
ア

ル
バ
ム
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｏ
ｌ
ｄ　

Ｄ

ａ
ｙ
ｓ
」
は
３
０
，
０
０
０
枚
以
上

を
売
り
上
げ
、
Ｚ
ｅ
ｐ
ｐ　

Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
な
ど
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
「
と
く
に
地
元
で
の
活
動
に
不
便

を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。
む
し
ろ
定
職
に
就
か
ず
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
東
京
で
夢
を
追
う

よ
り
も
、
音
楽
を
す
る
時
間
が
取
れ

る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
実
際
、
筑
西

市
は
東
京
に
行
こ
う
と
思
え
ば
数
時

間
で
行
け
ま
す
し
、
ち
ょ
う
ど
僕
ら

が
バ
ン
ド
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
イ
ン

人輝く

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
、
地
方
か

ら
音
楽
を
発
信
す
る
こ
と
が
身
近
に

な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
。
僕

ら
が
こ
こ
ま
で
続
い
た
の
は
、
自
分

た
ち
の
状
況
と
時
代
に
あ
っ
た
選
択

を
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

結
成
当
時
を
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
上
野
さ
ん
は
、
現
在
も
筑

西
市
で
仕
事
を
し
、
３
人
の
お
子
さ

ん
を
持
ち
な
が
ら
バ
ン
ド
活
動
・
楽

曲
制
作
を
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

の
学
校
行
事
に
参
加
し
た
と
き
な
ど

に
、
昔
の
自
分
自
身
や
自
分
の
親
は

こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
、
と

感
じ
る
こ
と
で
曲
が
で
き
た
り
す
る

ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
感
情
は

や
っ
ぱ
り
自
分
が
育
っ
た
場
所
だ
か

ら
こ
そ
当
時
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
、
懐
か
し
さ
や
時
代
の
流

れ
を
感
じ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
仕
事
と
家
庭
あ
り
き
」
が

モ
ッ
ト
ー
だ
と
い
う
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
。

２
０
０
６
・
２
０
０
７
年
が
バ
ン
ド

に
と
っ
て
の
転
機
だ
っ
た
そ
う
で

す
。「
Ｃ
Ｄ
が
売
れ
て
、
バ
ン
ド
の

（
春
日
町
・
34
歳
）

地元で、仕事をして、家庭をもったからこそ
続けてこられた音楽活動

地
元
に
住
み
な
が
ら
バ
ン
ド

活
動
を
す
る
き
っ
か
け

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
生

ま
れ
る
音
楽

「
家
族
・
職
場
・
事
務
所
」
周

り
の
助
け
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

活
動
を
自
分
た
ち
で
管
理
し
き
れ
な
く

な
り
、
仕
事
面
で
も
多
忙
な
時
期
で
、

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ

の
時
に
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
家
族
や
職

場
の
助
け
が
あ
り
、
事
務
所
も
『
バ
ン

ド
の
管
理
は
自
分
た
ち
で
や
り
た
い
』

と
い
う
意
向
を
汲
ん
で
く
れ
た
か
ら
こ

そ
、こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

と
、
周
り
の
助
け
や
理
解
に
よ
る
力
の

大
き
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
目
標
は
な
い
ん
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
筑
西
市
で
、
10
代
の
頃
夢

み
て
い
た
よ
う
な
自
分
た
ち
３
人
に
し

か
作
れ
な
い
楽
曲
を
作
り
、
Ｃ
Ｄ
を
出

し
て
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
ブ
を
し
て
、

こ
の
ま
ま
生
涯
『
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
』
と
し
て
や
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
考

え
、
常
に
僕
ら
ら
し
い
、
新
し
い
音
楽

を
作
れ
る
よ
う
勉
強
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
力
強
く
語
る
上
野
さ
ん
の

表
情
は
、
音
楽
へ
の
真
摯
な
思
い
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

TOO CLOSE TO SEE
2001年から活動する３人組
ロックバンド。2013年12月に
３rd アルバム「ＤＡＹＳ
ＡＬＩＶＥ」を発売。

【メンバー（敬称略）】
吉波貴生（ボーカル／ベース）
上野純（ギター／コーラス）
宮崎隼一（ドラム）

【ホームページ】
CATCH ALL RECORDS
http://catchallcorp.com

今
後
も
地
元
か
ら
音
楽
発
信
を
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